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MRI （4社 ）の ZERO −FILLING に つ い て の 検 討
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の 読影 者 によ っ て 視覚的評 価を 行い 模擬 血 管の 描出能 に つ い て 検討

した 。　 ス キ ャ ン 条 件 ・設 定 値 に つ い て 以 下 に 記す 。

（1）CONV ．3D ：　TRITE ＝ 30f6，9　（PHILIPS 　TE ＝ 10）、　 FA ＝ 20
°

FOV ＝ 200× 200  ス ライス厚 ＝ ！mm 、ス ライス 枚 数 32枚（siab ＝ 32mm ）
MATRIX ＝ 512× 512（50％）　ZERO 　 RLLING 無 し。

（2）ZERO 　 FILL64 ：CONV ．3Dに ス ライス 方 向 の ZERO 　 FILLING を行 い

スラ イス枚 数 を2 倍（64枚 ）に する 。 スラブ厚 、撮 像時 間は 同 じ。

（3）ZERO 　FILL32 ： CONV ．3Dに スライス 方 向 の ZERO 　FILLINGを行 い

撮 像 時 間 を ほ ぼ 半 分に す る 。ス ラブ 厚 、

ス ライス 枚 数 は 同 じ。各 社 の 撮 像 シ
ー

ケ

ン ス は GE ：3D −SPGR 、　 SIEMENS ：3D −FISP 、

PHILIPS ：3D −TIFFE 、　 TOSHIBA ：3D −FE

＊ TOSHIBA は 装置 の 制約 か らCONV ．3D ：

11nm、64 枚（slab ＝64mm ）

【結 果 】 実 効 ス ラ イス 厚 に 関 して 、ZERO

FILLING によ りス ライ ス 枚 数 を 2 倍 に した と

き の 設 定 で は CONV ．3D と ほ とん ど同 じ値

で あ っ た 。 また 時 間 を半 分 に し た設 定 で

は 各社 2rnm 前 後 とな っ て い た 。（Tablel）
SNR に 関 して SIEMENS を 除 く3社 は 同 じ

傾 向が 見 られ た 。（Fig1）　 CD 一フ ァ ン トム

によ る 視 覚 評 価 で は 、各 社 とも ZERO −FIL
LING を 使 用 しス ラ イス 枚 数 を 2倍 に したと　 　 　 　　 　◇

き は 通 常 の 3D 撮 像 に 比 べ て 描 出 能 が 向

【目的 】 欧 米 3 社 国 内 1社 の MRI 装 置 の ZERO 　FILLING につ い て 、同一
フ ァ ン トム の ス キ ャ ンデ

ー
タか ら

実 効 ス ライス厚 、 SNR 、模 擬 血 管 の 描 出能 に つ い て 検 討 した 。

【使 用 装置 】GE ： SIGNA 　HORIZON 　LX 　、　 SIEMENS ： MAGNETOM 　VISION

PHILIPS ： GYROSCAN 　ACS −NT 　 、
　 TOSHIBA ： VISART 　HYPER 　　　 Tab1 θ．1　実 効 ス ラ イス 厚 　単位 mm

【方 法 】 PHILIPS 社 保 守 管 理 用 ヘ ッ ドコ イル フ ァ ン トム を 用 い て 、　 SNR
実 効 ス ライス 厚 を求 め た 。 実 効 ス ライス 厚 は スラブ 法によ り得た ス ライス

プ ロ フ ァイル の 半値 幅よ り求 め た 。 SNR は 次式を用 いて 求 め た 。

　 SNR＝S− SBG／ SDBG　　 S：フ ァ ン トム 内 に 設 定 し た 任 意 の ROI の 信 号 強 度

　 　 　 　 SBG：バ ッ クグ ラ ウ ン ドの 信 号 強 度 、　 SDBG ：バ ッ ク グ ラ ウ ン ドの SD

ま た CD （contrast −detail）一フ ァ ン トム を撮 像 し得 られ た 画 像 の MIP 像を 5人 F［g ．G　sNR （cON ＞ ．3D ・f．oo の と きの 相 対  
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上 した 。 また 時 間を 半 分 に した とき は い ず れ も描 出 能が 低 下 した。（Fig2）
【考 察 】 ZERO −FILLING に は K ＝ 0を 中心 に対 称（symmetric ）に 0を 充填す る 方法 と、非対 称（asymmetric ）に

充 填す る方 法が ある 。 SIEMENS の turbo−MRA は 後 者の 方法 を用 い 他 の 3社 は 前者 の 方 法 を用 い て い る。

今 回 の デ ーター
で は 実 効 スライス 厚 に 関 して は 有意差は 見 られ な か っ た 。 SNR に 関 して は SIEMENS を

除 く3社 は ス ライス方 向 の み ZERO −FILLINGを した （可 能で あ っ た）の に対 し、　 SIEMENS の turbo−MRA は 面 内
とスライ ス 方 向 を分 け て（各 々 単 独 に）設 定 で きな か っ た た め に面 内 （in　plane）の ZERO −FLLING が SNR の

結 果 に影 響 したと考 えられ た 。ま た CD 一フ ァ ン トム の 結 果 か らZERO −FLLING に よ る パ ー
シ ャ ル ボリュ

ー
ム

効果 の 減 少 、SNR の 向 上 によ り血 管 の 描 出能 が 改善 され る こ とが 確認 で きた 。
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